
令和４年度 公共事業事後評価

交通基盤部 道路局 道路整備課

道路事業：３事業

番号 事業名 箇所名
代表
事業

４ 道路改築事業 一般国道150号志太～榛南バイパス ○

５ 道路改築事業 一般国道150号志太～榛南Ⅱバイパス ○

６ 道路改築事業 一般国道362号青部バイパス

いっぱんこくどう ごう しだ はいなん

いっぱんこくどう ごう しだ はいなん

いっぱんこくどう あおべ

（国）362号⻘部バイパス

（国）150号志太~榛南バイパス

令和４年度 公共事業事後評価

（国）150号志太~榛南Ⅱバイパス
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出典：地理院地図(GSI Maps)を元に静岡県作成
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事業箇所位置図（詳細）

富士山静岡空港

吉田IC

至 静岡市

至 浜松市

至 浜松市

大井川

焼津漁港

牧之原市

吉田町住吉

牧之原市細江

志太～榛南バイパス整備後

至 静岡市

至 牧之原市

(国)150号

計画延長
13.3km

国道150号現道は第1次緊急輸送路
に指定されている

志太～榛南Ⅱバイパス
延長1.2km

志太～榛南

バイパス
延長3.3km

凡 例

：事業区間（2車線整備）

：事業区間（4車線整備）

：整備中（他事業）

：整備済（他事業）

：国道（現道（2車線））

：国道（現道（4車線））

標準横断図

平面図
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事業概要

【事業概要】

・事業期間：平成１６年度～平成３０年度

・事業延長：３，３００ｍ

・道路幅員：車道１３．０(全幅２５．０)ｍ

・車線数：４車線

・全体事業費： ６８億円

(国)150号志太~榛南バイパス

現況写真

出典：地理院地図(GSI Maps)を元に静岡県作成
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藤
枝
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静岡焼津線

至 牧之原市至 静岡市

至 牧之原市

至 静岡市

焼津市三和

焼津市藤守

志太～榛南

バイパス
延長3.3km

前回 事後 主な変更理由

①計画期間 H16～H30 H16～H30
（変更なし）

－

②全体事業費 7,000百万円
6,828百万円

（172百万円減少）
・建設発生土の他工事への
流用による。

■前回からの変更点・理由

25.00

4.50 4.500.500.50 3.25 3.25 3.25 3.252.00

凡 例

：事業区間（2車線整備）

：事業区間（4車線整備）

：整備中（他事業）

：整備済（他事業）

：国道（現道（2車線））

：国道（現道（4車線））
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標準横断図

完成断面 25.00
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【事業概要】

・事業期間：平成１９年度～平成２９年度

・事業延長：１，２００ｍ

・道路幅員：車道６．５(全幅１２．５)ｍ

・車線数：暫定２車線（４車線）

・全体事業費： ３１億円

事業概要 (国)150号志太~榛南Ⅱバイパス

現況写真

12.50

平面図

出典：地理院地図(GSI Maps)を元に静岡県作成
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至 浜松市

至 静岡市
至 静岡市

至 浜松市

吉田町住吉

牧之原市細江

志太～榛南Ⅱ

バイパス
延長1.2km

前回 事後 主な変更理由

①計画期間 H19～H30 H19～H29
（1年短縮）

・補正予算の活用による。

②全体事業費 3,300百万円
3,147百万円

（153百万円減少）
・建設発生土の他工事への

流用による。

■前回からの変更点・理由

凡 例

：事業区間（2車線整備）

：事業区間（4車線整備）

：整備中（他事業）

：整備済（他事業）

：国道（現道（2車線））

：国道（現道（4車線））

榛原郡
吉田町

・本バイパスや周辺道路の整備により、道路交通ネットワークが構築されたことから、
現道交通の分散が図られ、渋滞が緩和した。

・事業着手時には渋滞対策推進協議会における主要渋滞箇所が国道150号現道区間
に４箇所存在していたが、現在 ２箇所が解消。

①大幡川橋周辺部

現道渋滞状況（整備前）主要な渋滞箇所

至

浜
松
市

至

浜
松
市

事業効果の発現の状況（渋滞の緩和）

至 牧之原市

②西島周辺部

至 静岡市

焼津市島田市

航空自衛隊
静浜基地

大井川港

富士山静岡空港

至 静岡市

至 浜松市

大井川

藤枝市

牧之原市

宗高

西島

解消

大幡川橋

解消

木屋川橋

H28.3開通

志太～榛南

バイパス

①

②

志太～榛南

Ⅱバイパス
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凡 例

：主要渋滞箇所

：主要渋滞区間

：事業区間（2車線整備）

：事業区間（4車線整備）

：整備中（他事業）

：整備済（他事業）

：国道（現道（2車線））

：国道（現道（4車線））

出典：地理院地図(GSI Maps)を元に静岡県作成
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※所要時間
整備前：H27道路交通センサス

混雑時旅行速度
整備後：R4.5.10 17時～19時走行記録

※上り・下りの平均走行時間

事業効果の発現の状況（交通の円滑化）
・本バイパスの整備により、焼津市三和～牧之原市細江間の所要時間の短縮が図られた。
・また、現道についても交通分散が図られたことにより、走行速度が向上した。

所要時間の短縮

整備前 整備後

榛原郡
吉田町

出典：地理院地図(GSI Maps)を元に静岡県作成
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凡 例

：事業区間（2車線整備）

：事業区間（4車線整備）

：整備中（他事業）

：整備済（他事業）

：国道（現道（2車線））

：国道（現道（4車線））
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事故件数

国道150号現道 バイパス
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自動車交通量

国道150号現道 バイパス

事業効果の発現の状況（交通事故の減少）

件/年

117

145

交通事故が減少

25,458
22,099

交通量がBPに分散

バイパス整備による現道交通の分散により、事故件数が減少した。

※1 H25～H29の5か年平均 ※2 R1～R2の2か年平均

※1 ※2

台/12h

榛原郡
吉田町

出典：地理院地図(GSI Maps)を元に静岡県作成
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凡 例

：事業区間（2車線整備）

：事業区間（4車線整備）

：整備中（他事業）

：整備済（他事業）

：国道（現道（2車線））

：国道（現道（4車線））
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ふじのくにフロンティア推進区域（H26.5月）
企業活動維持支援事業推進区域

ふじのくにフロンティア推進区域（H26.5月）
物資供給拠点確保事業推進区域

オーエフジー

大井町臨港東地区工業団地

大井川高新田第2工業団地

大井川高新田第1工業団地

焼津水産加工団地

水産パークヤイズ

焼津鉄鋼団地

焼津和田産業団地

食品製造業 6ha

志太～榛南

バイパス

事業効果の発現の状況（産業活動への寄与）
・本バイパスや周辺道路の整備に合わせ、企業の立地が進んでおり、既存企業の

工場の増設なども行われている。

榛原郡
吉田町

3件 3ha

4件

小売業 3ha

3件 2ha

食品加工工場(増設)

工場 5ha

工場 5ha
工場1ha

工場 1ha

工場 0.5ha
事業着手以降立地した企業の件数、面積

内陸フロンティア推進区域

事業開始前からある工業団地

至 静岡市

至 浜松市

8件 5ha

4件 4ha

物流センター 1ha

凡 例

：事業区間（2車線整備）

：事業区間（4車線整備）

：整備中（他事業）

：整備済（他事業）

：国道（現道（2車線））

：国道（現道（4車線））

（１）対応方針（案）

事業効果は十分に発現しており改善措置の必要はない。

・本バイパスの整備や周辺道路の整備による交通の分散により、渋滞が緩和された。

・現道の交通量がバイパスに分散したことにより安全性が向上し、交通事故が減少した。

・周辺の企業立地が進んでおり、産業の活性化に寄与している。

（２）今後の課題・対応

・国道150号バイパスの未整備区間の道路整備を引き続き着実に進め、地域内交通や

産業交通、観光交通等のネットワークの強化を図る。

・周辺地域の利便性向上等、整備後に現れた効果について、情報発信に取り組む。

（３）同種事業への反映等
・本事業では整備の進捗に合わせ交差点間でバイパスを部分供用させるなど、事業

効果を早期発現に努める取り組みを行った。

・今後、同種事業においても、早期に事業効果が発現出来るよう、部分供用など効率的

な事業執行に取り組んでいく。

対応方針（案）

（事後）－17


